
に
上
洛
し
、
そ
こ
で
光
源
氏
の
訪
れ
を
待
ち
（
松
風
）、

明
石
の
姫
君
が
後
に
紫
上
の
手
許
に
引
き
取
ら
れ
る

（
薄
雲
）
の
で
あ
る
。
そ
し
て
次
は
同
じ
、
嵐
山
・
嵯

峨
野
の
野
宮
を
訪
れ
よ
う
。
伊
勢
斎
宮
に
トぼ

く

定じ
ょ
う

さ
れ

た
斎
王
が
、
群
行
に
先
立
っ
て
、
潔
斎
の
た
め
一
年
間

籠
も
る
仮
宮
の
こ
と
で
あ
る
。
娘
の
斎
宮
と
共
に
伊
勢

に
下
る
六
条
御
息
所
を
、
光
源
氏
が
こ
の
嵯
峨
野
に
訪

れ
る
場
面
は
、
古
来
名
文
と
さ
れ
て
い
る
（
葵
、
賢さ

か

木き

）。
そ
の
北
に
光
源
氏
嵯
峨
院
が
あ
り
、
現
在
の
清

涼
寺
（
嵯
峨
釈
迦
堂
）
に
比
定
さ
れ
て
い
る
（
松
風
、

若
菜
上
）。
さ
ら
に
西
山
な
る
御
寺
は
、
仁に

ん

和な

寺じ

と
さ

れ
て
お
り
、
先
の
徒
然
草
に
も
頻
出
す
る
寺
で
あ
る
。

そ
の
近
く
に
、
源
氏
物
語
の
桐
壷
帝
北
山
陵
が
あ
り
、

今
の
竜
安
寺
の
裏
の
北
方
の
山
付
近
で
あ
る
。
そ
う
し

て
そ
こ
か
ら
東
へ
行
く
と
、
大
徳
寺
で
あ
り
、
そ
こ
に

は
紫
式
部
供
養
塔
や
紫
式
部
産
湯
の
井
戸
が
存
在
す
る
。

さ
ら
に
千
本
閻
魔
堂
（
引い

ん

接じ
ょ
う

寺じ

）
に
は
、
南
北
朝
時

代
の
供
養
塔
が
あ
り
、
紫
式
部
の
成
仏
を
願
っ
て
の
建

立
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
南
方
に
七
野
社
が
あ
り
、
こ

こ
が
紫
野
斎
院
で
あ
る
。
賀
茂
の
斎
院
、
伊
勢
の
斎
宮

と
並
称
さ
れ
（
賢
木
）、
か
の
新
古
今
随
一
の
閨け

い

秀し
ゅ
う

歌

人
で
あ
る
式
子
内
親
王
（
生
ま
れ
は
三
条
高
倉
・
京
都

文
化
博
物
館
の
地
）
が
、
若
き
十
代
の
十
年
を
過
ご
し

た
地
で
も
知
ら
れ
る
。「
郭
公
そ
の
神
山
の
旅
枕
ほ
の

か
た
ら
ひ
し
空
ぞ
忘
れ
ぬ
」（
新
古
今
一
四
八
六
・
雑

上
「
い
つ
き
の
昔
を
思
ひ
出
で
て
」）
は
、
そ
の
ゆ
か

り
の
詠
で
あ
る
。
そ
の
ま
北
に
雲
林
院
が
あ
り
（
賢

木
）、
百
人
一
首
の
本
に
も
、
今
の
寺
の
写
真
が
、
素

る
と
あ
る
。

　

次
は
北
へ
上
っ
て
、
明
石
君
山
荘
で
あ
る
。
こ
こ
は
、

後
の
亀
山
殿
の
地
と
思
わ
れ
、（
徒
然
草
、『
新
日
本
古

典
文
学
大
系
』、
第
五
十
一
段
、
第
二
〇
七
段
）
に
も
、

「
亀
山
殿

0

0

0

の
池
に
大
井
河
の
水
を
ま
か
せ
ら
れ
む
と

て
、」（
同
一
二
八
頁
）、「
亀
山
殿

0

0

0

建
て
ら
れ
ん
と
て
地

を
引
か
れ
け
る
に
、
大
な
る
く
ち
な
は
、」（
同
二
七
八

頁
）
と
出
て
く
る
。
今
の
天
龍
寺
あ
た
り
と
想
定
さ
れ

る
。
大
井
（
堰
）・
桂
川
沿
い
の
久く

世ぜ

、
松
尾
（
対
岸

の
梅
津

―
百
人
一
首
七
十
一
「
夕
さ
れ
ば
門
田
の
稲

葉
お
と
づ
れ
て
…
」・
源
経
信
の
、
出
典
の
金
葉
・

秋
・
一
八
三
の
詞
書
「
師も

ろ

賢か
た

朝
臣
の
梅
津
に
人
々
ま
か

り
て
…
」

―
）、
桂
（
桂
離
宮
が
あ
る
）
で
も
な
く
、

お
そ
ら
く
こ
こ
で
あ
ろ
う
。
明
石
君
は
、
曽
祖
父
・
中

務
宮
の
大
堰
の
山
荘
を
修
理
し
て
、
姫
君
や
尼
君
と
共

　

源
氏
物
語
と
舞
台
で
あ
る
京
都
と
は
、
切
っ
て
も
切

れ
な
い
関
係
に
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
稿
に
お
い
て
は
、

車
を
使
っ
て
源
氏
物
語
の
旅
を
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

が
、
詳
し
く
書
き
出
す
と
キ
リ
が
な
い
の
で
、
要
点
の

み
を
か
い
つ
ま
ん
で
述
べ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
市

内
・
京
内
に
つ
い
て
は
歩
い
て
も
ま
わ
れ
よ
う
。
よ
り

詳
し
く
は
、
以
下
の
三
冊
を
主
に
み
ら
れ
た
い
。

・『
京
都
源
氏
物
語
地
図
』（
社
団
法
人
紫
式
部
顕
彰
会

編
纂
。
思
文
閣
出
版
。
二
〇
〇
七
）
…
廉
価
。

・『
源
氏
物
語
の
地
理
』（
思
文
閣
出
版
。
角つ

の

田だ

文ぶ
ん

衞え
い

・

加
納
重
文
編
。
一
九
九
九
）
…
本
格
的
な
書
。

・『
源
氏
物
語
を
歩
く
』（
京
都
新
聞
社
編
。
杉
田
博
明

著
。
光
風
社
出
版
。
一
九
八
六
）
…
一
般
向
き
。

　

な
お
、
傍
線
を
付
し
た
語
は
、
源
氏
物
語
に
関
連
す

る
建
物
、
施
設
、
社
寺
、
仏
閣
な
ど
を
示
す
。

　

で
は
、〝
地
図
〞
を
片
手
に
、
ま
ず
始
発
は
、
大
原

野
神
社
か
ら
。
有
名
な
古
今
八
七
一
「
大
原

0

0

や
小
塩
の

0

0

0

山0

も
け
ふ
こ
そ
は
神
世
の
こ
と
も
思
ひ
い
づ
ら
め
」

（
雑
上
「
二
条
后
の
、
…
大
原
野
に
詣
で
給
ひ
け
る
日
、

よ
め
る
」
在
原
業
平
）
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
奈
良
の

春
日
大
社
（
藤
原
氏
の
氏
神
、
寺
は
興
福
寺
）
を
分
祠

し
た
大
原
野
神
社
を
歌
っ
た
歌
で
あ
り
、
伊
勢
物
語
第

七
十
六
段
で
も
お
な
じ
み
で
あ
る
。
源
氏
物
語
で
は
、

「
雪
ふ
か
き
小
塩
の
山

0

0

0

0

に
た
つ
雉き

じ

の
ふ
る
き
跡
を
も
今

日
は
尋
ね
よ
」、「
小
塩
山

0

0

0

み
ゆ
き
つ
も
れ
る
松
原
に
け

ふ
ば
か
り
な
る
跡
や
な
か
ら
む
」
の
歌
が
み
ら
れ
る
。

源
氏
物
語
で
は
、「
行
幸
」
の
巻
に
、
冷
泉
天
皇
の
行

幸
が
描
写
さ
れ
、
玉た

ま

鬘か
ず
ら

が
尚な

い
し
の
か
み侍
出
仕
を
勧
め
ら
れ

源氏物語、京の旅⑴
前　兵庫県立川西北陵高等学校

小田剛

車で巡る
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で
あ
る
の
も
、
千
年
の
時
の
流
れ
と
い
え
よ
う
か
。

　

こ
こ
よ
り
洛
中
・
市
内
へ
入
る
こ
と
に
す
る
。
法
成

寺
の
西
・
タ
テ
二
町
が
、
あ
の
道
長
の
邸
宅
の
、
土
御

門
殿
で
あ
り
、
一
条
帝
中
宮
彰
子
の
里
邸
と
し
て
、

「
秋
の
け
は
ひ
入
り
た
つ
ま
ゝ
に
、土
御
門
殿
の
有
さ
ま
、

い
は
む
方
な
く
を
か
し
。」（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』、

二
五
三
頁
）
と
、
紫
式
部
日
記
の
冒
頭
に
も
描
か
れ
て

い
る
の
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
北
が
清
和

院
・
染そ

め

殿ど
の

で
あ
り
、「
染
殿
后
﹇
藤
原
明め

い

子し

﹈
の
御
前

に
、
花
瓶
に
、
桜
の
花
を
…
」
の
詞
書
を
持
つ
古
今
五

十
二
「
年
ふ
れ
ば
よ
は
ひ
は
老
い
ぬ
し
か
は
あ
れ
ど
花

を
し
見
れ
ば
物
思
ひ
も
な
し
」（
春
上
、
前
太
政
大

臣
・
明
子
の
父
・
良
房
）
の
詠
は
、
あ
ま
り
に
も
著
名

で
あ
る
。
そ
の
南
西
に
鷹た

か

司つ
か
さ

殿ど
の

（
道
長
の
妻
・
源
倫り

ん

子し

）
が
あ
り
、
そ
の
北
北
西
一
町
に
、
道
長
が
早
く
住

ん
だ
藤
原
道
長
一
条
邸
が
あ
る
。
ま
た
そ
の
西
一
町
が

落
葉
宮
一
条
邸
で
あ
る
。
朱
雀
院
皇
女
落
葉
宮
の
本
邸

で
、
柏
木
の
死
後
、
そ
の
友
人
夕
霧
は
未
亡
人
落
葉
宮

を
見
舞
う
。
が
、
夕
霧
は
雲
井
雁
が
い
な
が
ら
、
恋
心

を
抱
く
よ
う
に
な
り
（
柏
木
）、
柏
木
遺
愛
の
横
笛
を

贈
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
横
笛
）。

 

（
続
く
）

勢
物
語
、『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』、
第
八
十
三
段
、

一
六
一
頁
）。
さ
ら
に
南
西
に
下
る
と
、
そ
こ
は
下
鴨

神
社
で
あ
る
。
こ
こ
は
「
賀
茂
の
下
の
御
社
」（「
須

磨
」、『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』、
十
八
頁
）
と
し
て

出
て
来
て
お
り
、
南
の
杜
で
あ
る
糺た

だ
す

の
森
も
、「
う
き

世
を
ば
い
ま
ぞ
別
る
ゝ
と
ゞ
ま
ら
む
名
を
ば
た
ゞ
す
の

0

0

0

0

神0

﹇
糺
の
森
の
神
﹈
に
ま
か
せ
て
」
と
し
て
記
さ
れ
て

い
る
。
な
お
こ
こ
に
は
鴨
長
明
ゆ
か
り
の
河
合
社
も
あ

る
。
こ
こ
よ
り
南
へ
下
れ
ば
、
紫
式
部
邸
宅
跡
の
廬ろ

山ざ
ん

寺じ

で
あ
り
、
そ
の
南
の
四
町
（
約
２

０

０

メ
ー
ト
ル
四

方
）
が
法ほ

う

成じ
ょ
う

寺じ

で
あ
り
、
か
つ
て
の
広
大
な
寺
域
も
、

他
の
遺
跡
同
様
、
面
影
は
な
く
、
今
は
一
基
の
碑
が
立

つ
の
み
で
あ
る
。
荒
廃
の
さ
ま
は
、
徒
然
草
（
第
二
十

五
段
）
に
も
出
て
く
る
。
そ
の
法
成
寺
の
南
西
一
町

（
約
１

０

０

メ
ー
ト
ル
四
方
）
が
、
紀
伊
守
中
川
家
で

あ
り
、
光
源
氏
が
伊
予
介
後
妻
の
空う

つ

蟬せ
み

と
邂
逅
し
た
邸

宅
で
あ
っ
た
（
帚は

は
き

木ぎ

）。
空
蟬
に
紫
式
部
を
見
る
研
究

者
も
い
る
。
そ
の
邸
の
西
で
あ
る
、
今
の
寺
町
通
に
は
、

昔
中
川0

が
流
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
今
の
京
都
人
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
、
市
街
・

市
内
は
、
北0

大
路
、
西0

大
路
、
東0

大
路
、
八
条
ぐ
ら
い

ま
で
が
は
し

0

0

な
の
で
あ
り
、
中
心
は
烏
丸
、
四
条
通
と

い
っ
た
感
じ
な
の
で
あ
る
が
、
平
安
京
と
し
て
は
、
い

う
ま
で
も
な
く
、
朱
雀
大
路
（
今
の
千
本
通
）
が
メ
イ

ン
ス
ト
リ
ー
ト
、
そ
し
て
一
条
、
西
京
極
、
東
京
極
、

九
条
が
四
周
の
計
画

0

0

で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
の
東
京
極

（
今
の
寺
町
通
）
の
さ
ら
に
外
の
河
原

0

0

町
通
が
、
今
の

京
都
で
は
も
っ
と
も
地
価
の
高
い
所
（
四
条
河
原
町
）

性
法
師
（
雲
林
院
に
住
ん
だ
）
の
歌
二
十
一
「
い
ま
こ

む
と
い
ひ
し
ば
か
り
に
長
月
の
…
」（
な
お
、
こ
の
歌

に
つ
い
て
は
、
長
夜
説
、
一
夜
説
が
あ
る
。）
と
共
に

記
載
さ
れ
る
が
、
昔
は
そ
ん
な
小
祠
で
は
な
く
、
も
っ

と
広
大
な
地
で
あ
っ
た
の
だ
。
ま
た
大
鏡
の
冒
頭
の
、

こ
こ
雲
林
院
で
の
菩ぼ

提だ
い

講こ
う

も
忘
れ
が
た
い
。
そ
し
て
こ

の
近
く
堀
川
北
大
路
下
ル
、
西
側
の
地
に
、
紫
式
部
の

墓
が
小お

の

野の

篁
た
か
む
ら

の
墓
と
並
ん
で
あ
る
。
こ
れ
が
紫
式
部

の
墓
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
荒
唐
無
稽
な
説
で
は
な
く
、

ほ
ぼ
確
か
だ
と
考
証
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
北
へ
行
こ
う
。
こ
こ
は
上
賀
茂
神
社
で
、
先

述
の
式
子
内
親
王
ゆ
か
り
の
地
で
あ
り
、
か
の
葵
上
と

六
条
御
息
所
の
車
争
い
の
場
面
は
名
高
い
（
葵
、
藤ふ

じ
の

裏う
ら

葉ば

）。
こ
こ
よ
り
岩
倉
へ
行
け
ば
、
北
山
な
に
が
し

寺
の
モ
デ
ル
と
し
て
有
力
視
さ
れ
て
い
る
大だ

い

雲う
ん

寺じ

が
あ

る
。
現
在
、
大
雲
寺
説
が
有
力
で
あ
る
が
、
鞍
馬
寺
、

志
賀
寺
、
北
山
霊
厳
寺
、
仁
和
寺
、
北
山
殿
辺
の
神
明

寺
な
ど
異
説
も
多
い
（
若
紫
）。
次
に
浮
舟
小
野
山
荘

へ
行
こ
う
。
八や

瀬せ

（
中
心
部
）
と
大
原
と
の
中
間
辺
り

と
さ
れ
て
い
る
（
手
習
）。
そ
の
東
北
東
が
横よ

川か
わ

の
地

で
あ
り
、
源
信
が
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
横
川
僧
都
が
す
ぐ

思
い
浮
か
ぶ
が
、
こ
こ
か
ら
車
で
は
行
き
に
く
い
地
な

の
で
省
略
す
る
。
が
、
宇
治
十
帖
に
は
欠
か
せ
な
い
舞

台
で
あ
る
（
手
習
、
夢
浮
橋
）。
下
っ
て
修
学
院
（
離

宮
）
の
辺
り
が
、
夕
霧
小
野
山
荘
で
あ
る
（
夕
霧
）。

伊
勢
物
語
、
古
今
集
の
惟こ

れ

喬た
か

親
王
を
業
平
が
訪
れ
る
小

野
も
、
こ
の
辺
と
さ
れ
て
い
る
。「
小
野
に
ま
う
で
た

る
に
、
比
叡
の
山
の
麓
な
れ
ば
、
雪
い
と
高
し
。」（
伊

歩散
学

文
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